
２０１９版２台個別ファイル登録書き換えマニュアル 
 
 

＜注意＞ 
 
① 「２０１９版２台ファイル」の各ファイルは、次のすべてのソフトで正常に作動します。 

Microsoft Office Excel 2024 ６４ビット版 
Microsoft Office Excel 2024 ６４ビット版 
Microsoft Office Excel 2019 ６４ビット版 

  Microsoft Office Excel 2016 ６４ビット版 
 

しかし、 
Microsoft Office Excel 2024 ３２ビット版 
Microsoft Office Excel 2024 ３２ビット版 
Microsoft Office Excel 2019 ３２ビット版 
Microsoft Office Excel 2016 ３２ビット版 
では作動しません。 

 
②「２０１９版２台ファイル」の各ファイルは、Windows 版上での Excel で作成したもので Mac 版上での

Excel では正常に作動することは保証しかねます。また、ssd 搭載のパソコンでは、パーテションをおこない

C,D の２つのドライブを割り当てないと登録して使用することはできません。 
 
③  「２０１９版２台ファイル」の各ファイルで、ファイルに組み込まれたマクロ機能を用いて、データーを次々変更しながら、

印刷フォームの印刷範囲を PDF の添付ファイルとして該当者または該当組織にメール送信する処理を行う場合、お使

いのパソコンには、必ず Microsoft の Outlook がインストールされている必要があります。 
 
④ 「２０１９版２台個別ファイル」のファイルの登録・ファイル名書き換え処理が完了した後、各ファイルを立

ち上げると、立ち上げ画面に 

 
の注意書きが表示されますが、ファイルの登録・ファイル名書き換え処理が完了された方は、著作権者に使用

が許可されたものとみなします。 
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１． ２０１９版２台個別ファイル登録書き換え実行前に行うべきこと 
 

（１）ファイルのダウンロード 
 ２０１９版２台個別ファイル登録書き換え実行前に、ダウンロードフォルダーを整理して空にしておき、私

共のホームページのページ 
「２０１９版２台ファイルダウンロード」 
の「 
「Ⅱ ２０１９版２台ファイルの各ファイルのダウンロード」 
から２６個のファイルの中から購入を希望するファイルをすべてダウンロードしてダウンロードフォルダーに

保存してください。 
そして、ページ 
「使用マニュアルダウンロード」 
へ行き、 
「Ⅰ新しいマニュアルのダウンロード」 
から、 
「準備」 
および次の 
1～17 のアルファベット名のマニュアルをそれぞれダウンロードし、その下の 1～17 の日本語名にそれぞれフ

ァイル名を変更してダウンロードフォルダーに保存してください。ファイル名を変更して保存する方法は、そ

れぞれのファイルをダウンロードする箇所に記載されていますのでそれをご覧ください。 
 

               （アルファベット名） 
 1.cvexceldatabasefilenosiyoukarainnsatumadenokihonntekinanagara.pdf 
 2.kihonntekinasheet.pdf 
 3.failmeinohennkoufailnouwagakihozonnmanyual.pdf 
 4.sheetmeihennkoumacrosyorimanyuaru.pdf 
 5.koumokuhyoujisakuseimanyual.pdf 
 6.nyuuryokusheetnogyousuutuikanikannsurumacrosyorimanyual.pdf 
 7.innsatuhennsyuusheetnohennsyuuryouikiironurikaesyorimakuromanyual.pdf 
 8.nyuuryokusheetdatanosheetinnsatuformsortdatatounohukusyamacromanyual.pdf 
 9.sheetfilesakuseikopyyounosheetnoinnsatuformtouenohukusyamacromanyual.pdf 
10.innsatuformsheettouunoinnsatububunnnoyousikisekkeimanyual.pdf 
11.innsatumailmacromeireinyuuryokusheetitirannhyoutukifailsakuseinyuuryokusetteinonyuuryokutomailsou
sinnmanyual.pdf 
12.nyuuryokusheetkannnoretutannihukusyamacromanyual.pdf 
13.tuikaworksheetmeisetteimacromanyual.pdf 
14.hennsyuusheetkaranyuuryokusheetenohyoudatahukusyamacromanyual.pdf 
15.systemnosyokikasheetnosakujyosyoukyotoumacromanyual.pdf 
16.itirannhyoutukifilesakuseinyuuryokusetteinorennzokuinnsatumanyual.pdf 
17. sellnoataiworiyousitanailnosousinnsyagotononiyasuaihonbunnnosakuseinosikata.docx 
 
           （日本語名） 
 1.CV-excel database ファイルの使用から印刷までの基本的な流れ.pdf 
 2.基本的なシート.pdf 
 3.ファイル名の変更、ファイルの上書き保存マニュアル.pdf 
 4.シート名変更マクロ処理マニュアル.pdf 
 5.項目表示作成マニュアル.pdf 
 6.入力シートの行数追加に関するマクロ処理マニュアル.pdf 
 7.「印刷編集シート」の編集領域色塗り替え処理マクロマニュアル.pdf 
 8.入力シートデーターのシート「印刷フォームソートデーター」等への複写マクロマニュアル.pdf 
 9.シート「ファイル作成コピー用」のシート「印刷フォーム」等への複写マクロマニュアル.pdf 
10.「印刷フォーム」シート等の印刷部分の様式設計マニュアル.pdf 
11.印刷・メールマクロ命令入力シート「一覧表付ファイル作成入力設定」の入力と印刷・メール送信マニュアル.pdf 
12.入力シート間の列単位複写マクロマニュアル.pdf 



13.追加ワークシート名設定マクロマニュアル.pdf 
14.編集シートから入力シートへの表データー複写マクロマニュアル pdf 
15.システムの初期化，シートデーターの削除・消去等マクロマニュアル.pdf 
16.一覧表付ファイル作成入力設定の連続印刷マニュアル.pdf 
17. セルの値を利用したメールの送信者ごとの見易いメール本文の作成の仕方 
 
  そしてまた、私共からメールで送信された 3 個の添付ファイル 
  CV-DataBaseHyperAdvanceVer1（２台 2019 個別ファイルインストールファイル複写無し）.xlsm 
  PC２台個別ファイルナンバー登録及びシステム購入申込書 2019（インストール用）.xlsm 
  ２０１９版２台個別ファイル登録書き換えマニュアル.pdf 
  も一旦ダウンロードフォルダーに保存してください。 
 

そして更に、上でダウンロードフォルダーに保存した全てのファイルを、D ドライブに適当なフォルダー（仮 
にこのフォルダーをフォルダーA（保存用）と呼びましょう）を作成して呼びましょう）にコピーしてください。

そしてもう１つ D ドライブに適当なフォルダー（仮にこのフォルダーをフォルダーB と呼びましょう）を作成

してそこにもコピーしてください。ダウンロードフォルダーに保存した全てのファイルをのコピーした２つの

フォルダーの１つのフォルダーA は、そのまま何もしないでおき、もう１つのフォルダーB 内のファイルは 
２０１９版２台個別ファイル登録書き換えを実行するためのもので、フォルダー名を「登録・ファイル名書き

換え用」とします。 
登録書き換えを実行する場合、フォルダー「登録・ファイル名書き換え用」内に「Ⅱ ２０１９版２台ファイ 
ルの各ファイルのダウンロード」の「２０１９版２台ファイル」の２６個のファイルのうち購入を希望するフ 
ァイルのすべてがないと、「２０１９版２台個別ファイル登録書き換え」実行は、登録書き換えを行う途中の過 
程でエラーが出てしまい、本体の「２０１９版２台ファイル」の２６個のファイルのうち購入を希望するファ 
イルのすべての登録書き換えが行われなくなります。 
そこで、まずフォルダー「登録・ファイル名書き換え用」のファイル「PC２台個別ファイルナンバー登録

及びシステム購入申込書 2019（インストール用）.xlsm」を立ち上げ、購入を希望するファイルのシート 
「２台登録保存ブック名・保存ファイル形式設定」を選択し、購入希望の欄に数字「1」が入力されているシ 
ステム名の欄に購入を希望するファイル名が書かれていますが、それらのファイルがフォルダー「登録・ファ 
イル名書き換え用」内に保存されているかよく確認してください。なお、確認が済んだらファイル「PC２台 
個別ファイルナンバー登録及びシステム購入申込書２０１９（インストール用）.xlsm」は保存しないで必ず 
閉じてください。閉じないと「２０１９版２台個別ファイル登録書き換え」が実行できません。 

また、何もしないフォルダーA の全てのファイルには、ホームページからダウンロードして保存したとき、 
  ホームページからダウンロードしたとき、「２０１９版２台ファイル」の２６個のファイルの中から購入を希望 

するファイルをダウンロードしたつもりでも欠けてしまうことも考えられます。その場合、再度ホームペー 
  ジから欠けているファイルのみダウンロードして保存し、何もしないフォルダーA にコピーすれば、すべての 
  ファイルをまたダウンロードして保存する手間が省けます。そして、ファイルの内欠けているファイルがあっ 

たため２０１９版２台個別ファイル登録書き換え実行に失敗した場合、フォルダー 
「登録・ファイル名書き換え用」内の 
CV-DataBaseHyperAdvanceVer1（２台 2019 個別ファイルインストールファイル複写無し）.xlsm 

  PC２台個別ファイルナンバー登録及びシステム購入申込書 2019（インストール用）.xlsm 
  ２０１９版２台個別ファイル登録書き換えマニュアル.pdf 

 
の 3 個のファイルを除き、すべて削除した後、改めてフォルダーA 内の全てのファイルをフォルダー 
「登録・ファイル名書き換え用」内にコピーすれば、再度２０１９版２台個別ファイル登録書き換えを簡単に 
実行することができます。 

 
 
 （２）デスプレー設定の詳細設定等 
 
  excel database vba|本格的エクセルデータベース（excel database）である「CV-DataBaseAdvance 製品」の 

各エクセルファイルや「CV-DataBaseAdvance 試用版」の各エクセルファイルの書き換え操作を行なう場合、

ユーザーフォームの表示を適正な表示にするために、OS が Windows11 や Windiws10 の PC で行う場合には、

事前にデスプレー設定の詳細設定を次のようにしておこなってください。 
ただし、OS が Wndows8.1 の PC を用いて行う場合にはこの設定は不要です。 



  ①Windows11 の場合 
次の[図１]画面は私どもが使用している windows11 の OS が搭載された PC のデスクトップの画面です。 

 

[図１] 

 

 

上のデスクトップで右クリックすると次の[図２]の画面ようなメニューが表示されます。 

 
[図２] 

 
 



上のメニュー部分を拡大表示すると 

 

のようになっています。このメニューで をクリックす 
ると次の[図３]画面が表示されます。 

 
[図３] 

 
 

上の[図３]の画面の 
 

 



の部分の右側の 部分の をクリックすると次の[図４]の画面になります。 

[図４] 

 
 

そして上の[図４]の画面における 

 

の部分の右側の の部分を選択して と入力 

してこの右側の をクリックすると次の[図５]の画面になります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図５] 

 
 

そして上の[図５]画面の 

 

の部分の右側の の部分文字をクリックするとサインアウトの画面が表示され、 
その画面で pin の値を入力すると次の[図６]のデスクトップの画面になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図６] 

 
 
が表示されます。 
 

②Windows10 の場合 
 
次の[図７]画面の私どもが使用している PC のデスクトップの画面だとします。 

 
[図７] 

 



デスクトップで右クリックすると次の[図８]画面のようなメニューが表示されます。 
 

[図８] 

 
 

上の[図８]画面のメニュー部分を拡大表示すると 

 

のようになっています。このメニューで をクリックすると次の[図 9]画

面が表示されます。 

 
 
 
 



[図 9] 

 
 

上の[図 9]画面の 

 
の部分の 

 
をクリックすると次の[図 10]画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[図 10] 

 
 

上の[図 10]画面の 

 
の部分で、 

 
と入力して 

 
をクリックすると下の[図１１]の画面になります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図１１] 

 
 

上の[図１１]の画面の 

 
の部分の 

 
をクリックし 
Pin の値もしくは Mikurosoft のアカウントのパスワードを入力してサインアウトするとデスクとトップの画 
面になります。私の場合のデスクトップの画面は次の[図１２]画面でこの画面に戻りました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図１２] 

 
 
 

（３）マクロのセキュリティ設定等 
 

必ず次のようにマクロのセキュリティ等を設定してください。このように設定しておかないと登録・フ 
ァイル名の書き換えが正常に実施できません。しかも登録・ファイル名書き換えを行なうファイル 
「CV-DataBaseHyperAdvanceVer1（１台 2019 個別ファイルインストールファイル複写無し）.xlsm」 
が破損されてしまい、２度とこの登録・ファイル名書き換えファイルは使えなくなります。セキュリティ 
の設定を誤って登録・ファイル名書き換え処理を実行してしまうことも考えられますので、ファイル 
「CV-DataBaseHyperAdvanceVer1（１台 2019 個別ファイルインストールファイル複写無し）.xlsm」 
は、登録・ファイル名書き換え処理を実行するフォルダーB 以外のフォルダーA にも登録・ファイル名書 
き換え処理を実行する前に必ずコピーして予備とし保存おいてください。 

   
① Exel2024 でおこなう場合 

 

 まず、Excel2024 を起動し、ファイル→その他→オプション→Excel のオプション→リボンのユーザー設定 

  →メインタブの「開発」にチェックを入れ開発タブを表示させてください。そしたら、再度ファイル→   

その他→オプション→Excel のオプション→全般→トラストセンター→トラストセンターの設定を選択し

てそして、「トラストセンター」における ActiveX の設定、マクロの設定、保護ビュー、メッセージバー、

外部コンテンツ 

で次のように設定します。 
 
 
 
 
 



ActiveX の設定 

 
 

マクロの設定 

 
 
 保護ビュー 

 



メッセージバー 

 
 

外部コンテンツの設定 

 
 
② Exel2021 でおこなう場合 

 

まず、Excel2021 を起動し、ファイル→オプション→Excel のオプション→リボンのユーザー設定→ 

メインタブの「開発」にチェックを入れ開発タブを表示させてください。そしたら 

タブ開発→マクロのセキュリティと選択して「トラストセンター」を表示させます。そして、「トラストセン 

ター」における ActiveX の設定、マクロの設定、保護ビュー、メッセージバー、外部コンテンツ 

で次のように設定します。 
 
 
 



ActiveX の設定 

 
 

マクロの設定 

 
 
 保護ビュー 

 



メッセージバー 

 
 

外部コンテンツの設定 

 
 

③ Exel2019 でおこなう場合 
 

 まず、Excel2019 を起動し、ファイル→その他→オプション→Excel のオプション→リボンのユーザー設定 

→ メインタブと選択して行きメインタブの「開発」にチェックを入れ開発タブを表示させてください。 

そしたらタブ開発→マクロのセキュリティと選択して「トラストセンター」を表示させます。そして、「トラ 

ストセンター」における ActiveX の設定、マクロの設定、保護ビュー、メッセージバー、外部コンテンツ 

でそれぞれの設定を次のようにします。 
 
 
 



ActiveX の設定 

 
 

マクロの設定 

 
 
 保護ビュー 

 



   メッセージバー 

 
 

外部コンテンツ 

 
 

⑤ Exel2016 でおこなう場合 
 

 まず、Excel2016 起動し、ファイル→その他→オプション→Excel のオプション→リボンのユーザー設定 

→ メインタブと選択して行きメインタブの「開発」にチェックを入れ開発タブを表示させてください。 

そしたらタブ開発→マクロのセキュリティと選択して「トラストセンター」を表示させます。そして、「トラ 

ストセンター」における ActiveX の設定、マクロの設定、保護ビュー、メッセージバー、外部コンテンツ 

でそれぞれの設定を次のようにします。 
 
 
 



ActiveX の設定 

 
 

マクロの設定 

 
 

保護ビュー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



メッセージバー 

 
 

外部コンテンツ 

 
 
 
２． ２０１９版２台個別ファイル登録書き換え実行手順 
 

上の１の（１）で保存したフォルダー「登録・ファイル名書き換え用」内のファイル 
「CV-DataBaseHyperAdvanceVer1（１台 2019 個別ファイルインストールファイル複写無し）.xlsm」 

を開くと次の[図１３]の画面になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図１３] 

 
 

上の[図１３]の画面のコマンドボタン 

   
をクリックするとマクロによって自動的に登録書き換え処理が次々実行されていきます。そして、再び 
上の[図１３]の画面が表示されたら書き換え処理は完了となります。書き換え処理が完了したらこの書き換え処 
理のためのファイル 
「CV-DataBaseHyperAdvanceVer1（２台 2019 個別ファイルインストールファイル複写無し）.xlsm」 
を閉じてください。閉じる際、ファイルは保存してもしなくても結構です。書き換えの所要時間は、パソコンの 
スペックにもよりますが、１０分～２０分程度とお考えください。 
 この書き換え登録処理前のファイル名は下の[図１４]のようにアルファベットの小文字と数字混じりになっ 
ていますが、この登録書き換え処理後のファイル名は、各 NO に対応して、下の[図１５]のように漢字、かな、 
数字混じりとなります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図１４]  
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2019cvdatabaseadvance8000onnseitukiver1no2.xlsm

2019cvdatabaseadvance16000onnseitukiver1no2.xlsm

2019cvdatabasemonstervol1ver1no2.xlsm

2019cvdatabasemonstervol2ver1no2.xlsm

2019cvdatabaseadvancekeisou40ver1no2.xlsm
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2019cvdatabaseadvancekeisou400ver1no2.xlsm

2019cvdatabaseadvanceyobidasiinnsatuver1no2.xlsm

2019cvdatabaseadvancesuupayobidasiinnsatuver1no2.xlsm

2019cvdatabaseadvance800ver1no2.xlsm

2019cvdatabaseadvance1000ver1no2.xlsm

2019cvdatabaseadvance2000ver1no2.xlsm

2019cvdatabaseadvance4000ver1no2.xlsm

2019cvdatabaseadvance8000ver1no2.xlsm

2019cvdatabaseadvance16000ver1no2.xlsm

2019cvdatabaseadvance40ver1no2.xlsm

2019cvdatabaseadvance100ver1no2.xlsm

2019cvdatabaseadvance200ver1no2.xlsm

2019cvdatabaseadvance400ver1no2.xlsm

2019cvdatabaseadvance600ver1no2.xlsm



[図１５] 
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2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm

2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm

2019CV-DataBaseMonster２台制御ファイル.xlsm

2019調査書等各種証明書作成システムVer1（CV-DataBase8000Ver1コンピュータ２台リリース版サンプル）.xlsm

2019平成２８年度第３学年個人別会計報告学年分（CV-DataBase100Ver1コンピュータ２台リリース版）.xlsm

2019CV-DataBaseAdvance8000Ver1（音声付き）（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm

2019CV-DataBaseAdvance16000Ver1（音声付き）（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm

2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm

2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm

2019CV-DataBaseAdvance軽装版40Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm

2019CV-DataBaseAdvance軽装版100Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm

2019CV-DataBaseAdvance軽装版200Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm

2019CV-DataBaseAdvance軽装版400Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm

2019CV-DataBaseAdvance呼び出し印刷Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm

2019CV-DataBaseAdvanceスーパー呼び出し印刷Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm

2019CV-DataBaseAdvance800Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm

2019CV-DataBaseAdvance1000Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm

2019CV-DataBaseAdvance2000Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm

2019CV-DataBaseAdvance4000Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm

2019CV-DataBaseAdvance8000Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm

2019CV-DataBaseAdvance16000Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm

システム名

2019CV-DataBaseAdvance40Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm

2019CV-DataBaseAdvance100Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm

2019CV-DataBaseAdvance200Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm

2019CV-DataBaseAdvance400Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm

2019CV-DataBaseAdvance600Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm



なお、登録書き換え処理が済んだ後は、下の 
 

５．「2019CV-DataBaseMonsterVer1 （コンピュータ２台リリース配布版）」のセットファイルご購入された場合 
２０１９版２台個別ファイル登録書き換え実行後の 
「2019CV-DataBaseMonsterVer1 （コンピュータ２台リリース配布版）」のセットファイルのリンクの 
編集 

 
の部分をよく見ながら、更にフォルダーB（登録・ファイル名書き換え用）でおこなってください。 
そして、必ず１の（１）で述べたフォルダーA 内の全てのファイルとフォルダーB（登録・ファイル名書き換え

用）内全てのファイルを DVD または BRD 等にコピーして保存しておきましょう。パソコンにトラブルやファ

イルの編集作業でトラブルが発生した際、対処できるようにしておくためです。 
また、登録書き換え処理が済み各ファイルを開く場合、登録書き換えを実行したフォルダーB 内では開かない 
で、つねに更に別のフォルダーを D ドライブに作成し、そこにコピーしてそこで開いてファイルの処理編集を 
おこなうようにしてください。おお元となるフォルダーB（登録・ファイル名書き換え用）のファイルを守るた 
めです。 
 
 

３. 各エクセルファイルのユーザーフォームの表示設定について 
 
excel database vba|本格的エクセルデータベース（excel database）である「CV-DataBaseAdvance 製品」の各

エクセルファイルや試用版のファイルを開いたら、先ず、必ず次のように設定してください。 
 
どのファイルを使用する場合についても同じですので、ファイル「2019CV-DataBaseAdvance16000Ver1（コンピ

ュータ２台リリース配布版）.xlsm」を用いて説明させていただきます 
 
（１） Windows11 または Windows10 の場合 
 
ファイルを立ち上げていくと次の[図１６]の画面「シート選択・一覧表付ファイル作成入力設定処理」のタブ「シ

ート選択、処理呼出１」が表示されます。但し、ファイルの種類によってはコマンドボタンの種類や大きさの表示

が異なります。 
 

[図１６] 

 



上の [図１６]の画面において 

をクリックするとシート「インターフェース画面設定」が表

示され次の[図１７]画面のようになります。 
 

[図１７] 

 
 

上の[図１７]画面のセル にポインターを近づけると、次の[図１８]画面のようになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図１８] 

 
 
となり、コメント 

 



が表示されます。 

上の図１８]の画面でセル の部分の値を と入力すると次の[図１９]の画面のようになり 
ます。 
 

[図１９] 

 

上の[図１９]の画面の状況でコマンドボタン をクリ

ックすると次の[図２０]の画面ようになり、正常なユーザーフォームの表示となります。 
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[図２０] 

 
 

更に上の[図２０]の画面セル の値を に変更し、次の[図２１]の画面のよう

にします。 
 

[図２１] 

 
 

1



上の次の[図２１]の画面の状況でコマンドボタン を

クリックする、次の[図２２]の画面のようになります。 
 

 
 
上の[図２２]の画面では正常なユーザーフォームの表示よりもかなり大きめの表示となってしまいます。 

そして、次の上の[図２１]の画面のセル の値を に変更し、次の[図２３]
の画面のようにしてみます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図２３] 

 
 

上の[図２３]の画面の状況でコマンドボタン をクリ

ックすると、次の[図２４]の画面のようになります。 
 

[図２４] 

 
 
上の[図２４]の画面は正常なユーザーフォームの表示よりもやや大きめの表示となりますが、正常なユーザーフォ



ームの表示にかなり近い表示となります。デフォルトではこのような設定になっています。 
 
 
（２） Windopws8.1 の場合 
 
ファイルを立ち上げていくと、次の[図２５]の画面「シート選択・一覧表付ファイル作成入力設定処理」のタブ

「シート選択、処理呼出１」が表示されます。 
 

[図２５] 

 
 

上の[図２５]画面において、コマンドボタン をクリックする

と、シート「インターフェース画面設定」が表示され次の[図２６]画面のようになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図２６] 

 
 

上の[図２６]画面のセル にポインターを近づけると、次の[図２７]画面のようになります。 
 

[図２７] 

 
 
となりコメント 



 
が表示されます。 

次に上の[図２７]画面セル の値を に変更し、次の[図２８]画面ようにし

てみます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図２８] 

 
 

上の[図２８]画面の状況でコマンドボタン をクリッ

クすると、次の[図２９]画面のようになってしまいます。 
 

[図２９] 

 
 
上の[図２９]画面ではユーザーフォームの横幅がかなり狭くなっており、編集しづらくなってしまいます。 



更に、[図２８]画面のセル の値を に変更し、次の[図３０]画面のように

します。 
 

[図３０] 

 
 

上の[図３０]画面の状況で[図３０]画面のコマンドボタン を

クリックすると、次の[図３１]画面のようになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図３１] 

 
 
上の[図３１]画面のユーザーフォームの表示は正常なります。 

そして更に、上の[図３０]画面のセル の値を に変更し、次の[図３２]画
面のようにします。 
 

[図３２] 

 



上の[図３２]の画面の状況で、[図３２]の画面のコマンドボタン を

クリックすると、次の[図３３]の画面のようになります。 
 

[図３３] 

 
 
上の[図３３]の画面のユーザーフォームの表示は、正常な表示よりもやや小さいですが、それでもかなり正常な示

に近い表示となります。デフォルトではこのような設定になっています。 
 
 
４．「2019CV-DataBaseMonsterVer1 （コンピュータ２台リリース配布版）」のセットファイルご購入された場合 

２０１９版２台個別ファイル登録書き換え実行後の 
「2019CV-DataBaseMonsterVer1 （コンピュータ２台リリース配布版）」のセットファイルの開き方 

 
上の２．２０１９版２台個別ファイル登録書き換え実行後の５個のファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
「20192019CV-DataBaseMonster２台制御ファイル.xlsm.xlsm」 
はセットで使用するファイルで同じフォルダーにコピーして使用する必要があります。 
とくに 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
の４個のファイルは相互にワークシート関数でリンクされており、４個を同時に開いて編集・印刷等の処理を 
おこなって本来の威力発揮できるシステムです。そして、ファイル「2024CV-DataBaseMonster２台制御ファ 
イル.xlsm」は上の相互にワークシート関数でリンクされた４個のファイルの開閉、選択等をおこなうためのフ 
ァイルです。上の相互にワークシート関数でリンクされた４個のファイルは、個々に１つずつ開いて編集する 
こともできますが、必ずファイル「20192019CV-DataBaseMonster２台制御ファイル.xlsm.xlsm」を立ち上げ、 



このファイルを介して開いて編集等の処理をおこなってください。 
 それでは、ファイルの開き方について説明してまいります。 
まず、ファイル 
「20192019CV-DataBaseMonster２台制御ファイル.xlsm.xlsm」 
を立ち上げると、次の[図３４]の画面が表示されます。 
 

[図３４] 

 
 
（１） ４個のファイルを個々に開く方法 

上の[図３４]の画面の    で囲まれたコマンドボタンをクリックするとクリックしたコマンドボタン

に表示されたファイルが開きます。 
まず、コマンドボタン 

 
クリックするとファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 

が呼び出され、途中、選択ボタン をクリッして立ち上げ操作を実施していくと、次の 
[図３５]の画面が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図３５] 

 
 

   上の[図３５]の画面のコマンドボタン をクリックすると、引き続き下の 
[図３６]の画面がしばらく表示された後、その下の[図３７]の画面が表示されます。 

 
[図３６] 

 
 
 



[図３７] 

 
 

そして、上の[図３７]の画面のコマンドボタン をクリックすると、 
下の[図３８]の画面がしばらく表示された後、 [図３９]の画面が表示され、さらに[図４０]の画面が表示された 
ら、ファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm 
」を開く操作は完了します。 

[図３８] 

 
 



[図３９] 

 
 

[図４０] 

 
 
    次にファイル 

「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
を開きますが、まず、上の [図４０]のコマンドボタン 

をクリックすると再び次の[図４１]の画面が表示 



されます。 
 

[図４１] 

 
 

   上の[図４１]の画面でコマンドボタン 

 
   をクリックするとファイル 

「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 

の呼出しが開始されます。途中、選択ボタン をクリックして立ち上げ操作を実施していく 
と、次の[図４２]の画面が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図４２] 

 
 

   上の[図４２]の画面のコマンドボタン をクリックすると、引き続き下の 
[図４３]の画面」がしばらく表示された後、その下の[図４４]の画面が表示されます。 

 
[図４３] 

 
 
 



 [図４４] 

 
 

そして、上の[図４４]の画面のコマンドボタン をクリックすると、 
下の[図４５]の画面がしばらく表示された後、[図４６]の画面が表示され、さらに[図４７]の画面が表示されたら、 
ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」を開く操作は完了 
します。 

 
[図４５] 

 
 



[図４６] 

 
 

[図４７] 

 
 
    そして更にファイル 

「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
を開きますが、まず、上の[図４７]のコマンドボタン 

をクリックすると再び次の[図４８]の画面が表示 



されます。 
 [図４８] 

 
 

    上の[図４８]の画面でコマンドボタン 

 
    をクリックするとファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布 

版）.xlsm」の呼出しが開始されます。途中、選択ボタン をクリックして立ち上げ操作を 
実施していくと、次の[図４９]の画面が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図４９] 

 
 

   上の[図４９]の画面のコマンドボタン をクリックすると、引き続き下の 
[図５０]の画面」がしばらく表示された後、その下の[図５１]の画面が表示されます。 

 
[図５０]  

 
 
 



 [図５１] 

 
 

そして、上の[図５１]の画面のコマンドボタン をクリックすると、 
下の[図５２]の画面がしばらく表示された後、[図５３]の画面が表示され、さらに[図５４]の画面が表示された 
ら、ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」を開く操作 
は完了します。 

 
[図５２] 

 
 



[図５３] 

 
 

[図５４] 

 
 
    そして最後にファイル 

「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
を開きますが、まず、上の[図５４]のコマンドボタン 

をクリックすると再び次の[図５５]の画面が表示



されます。 
 

[図５５] 

 
 
    上の[図５５]の画面でコマンドボタン 

  
    をクリックするとファイル 

「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 

の呼出しが開始されます。途中、選択ボタン をクリックして立ち上げ操作を実施していく

と、次の[図５６]の画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図５６] 

 
 

   上の[図５６]の画面のコマンドボタン をクリックすると、引き続き下の 
[図５７]の画面」がしばらく表示された後、その下の[図５８]の画面が表示されます。 

 
[図５７] 

 
 
 



 [図５８] 

 
 

  そして、上の[図５８]の画面のコマンドボタン をクリックすると、 
  下の[図５９]の画面がしばらく表示された後、[図６０]の画面が表示され、さらに[図６１]の画面が表示された 

ら、ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」を開く操作 
は完了します。 

 
[図５９] 

 
 



[図６０] 

 
 

[図６１] 

 
 

  以上のようにして４個のファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
が全て開かれます。 



     なお、[図６１]においてコマンドボタン をクリ 
ックすると、ユーザーフォーム「処理・シート選択」が起動し、次の[図６２]の画面になります。 

 
[図６２] 

 
 

上の[図６２]の画面でタブ を選択すると、下の[図６３]の画面になります。 
この[図６３]の画面で、開いた４個のファイル 

「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 

  のうち、編集等をおこないたいファイルを、コマンドボタンをクリックして選択することができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



図６３] 

 
 

（２） ４個のファイルを一括して開く方法 
 

ファイル 
「2019CV-DataBaseMonster２台制御ファイル.xlsm.xlsm」 
をダブルクリックして立ち上げると、    次の[図６４]の画面が表示されてまいります。 
 

[図６４] 

 



上の[図６４]の画面のコマンドボタン 

 
をクリックすると４個のファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 

が上から順に呼び出されます。実際コマンドボタンをクリックすると、途中、選択ボタン  
をクリックして立ち上げ操作を実施していくと、次の[図６５]の画面が表示されます。 

 
[図６５] 

 
 

   ここで上の[図６５]の画面でコマンドボタン をクリックすると、引き続き 
下の[図６６]の画面がしばらく表示された後、その下の[図６７]の画面が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図６６] 

 
 

[図６７] 

 
 

  そして、上の[図６７]の画面のコマンドボタン をクリックすると、 
  下の[図６８]の画面がしばらく表示された後、[図６９]の画面が表示され、さらに[図７０]の画面が表示された 

ら、ファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
を開く操作が完了し、すぐに次のファイル 



「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
を開く操作が開始されます。 
 

 [図６８] 

 
 

[図６９] 

 
 
 
 
 



[図７０] 

 
 

ファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 

を開く操作が開始されて、途中、選択ボタン をクリックして立ち上げ操作を実施して、 
ファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
が開くと、次の[図７１]の画面が表示された後、その下の[図７２]の画面が表示されて 
「2019V-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
を開く処理が完了し、次のファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布）.xlsm」 
を開く処理が開始されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
[図７１] 

 
 

[図７２] 

 
 

ファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布）.xlsm」 

を開く処理が開始されて、途中、選択ボタン をクリックして立ち上げ操作を実施して、 
ファイル 



「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
が開き終わると、ファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
の立ち上がり画面である次の[図７３]面が表示されます。 

 
[図７３] 

 
 

   ここで、上の[図７３]の画面でコマンドボタン をクリックすると、引き続 
き下の[図７４]の画面がしばらく表示された後、その下の[図７５]の画面が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図７４] 

 
 

[図７５] 

 
 

  そして、上の[図７５]の画面のコマンドボタン をクリックすると、 
  下の[図７６]の画面がしばらく表示された後、[図７７]の画面が表示され、さらに[図７８]の画面が表示された 

ら、ファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
を開く操作が完了し、すぐに次のファイル 



「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
を開く操作が開始されます。 

 
[図７６] 

 
 

[図７７] 

 
 
 
 
 



[図７８] 

 
 
  そして、 
  「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 

が開くと、下の[図７９]の画面が表示された後、[図８０]の画面が表示されら、ファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
を開く処理が完了します。 

 
 [図７９] 

 
 



[図８０] 

 
 

以上で４個のファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 

   を連続的に一括して開く操作が完了します。 
 
 
５．「2019CV-DataBaseMonsterVer1 （コンピュータ２台リリース配布版）」のセットファイルご購入された場合 

２０１９版２台個別ファイル登録書き換え実行後の 
「2019CV-DataBaseMonsterVer1 （コンピュータ２台リリース配布版）」のセットファイルのリンクの 
編集 

 
４個のファイル 

「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 

は関数でリンクされています。これらのこれら４個の 
「2019CV-DataBaseMonsterVer1 （コンピュータ２台リリース配布版）」 
のセットファイルはファイル 
「20192019CV-DataBaseMonster２台制御ファイル.xlsm.xlsm」 
を用いて全て開いて利用する際、初回開いた段階でリンクの編集をおこなう必要があります。 
リンクの編集をおこなう場合、能率よく短時間でおこなうために、ファイル 
「20192019CV-DataBaseMonster２台制御ファイル.xlsm.xlsm」 
を用いて上の４個のファイル全て開いたうえでおこなってください。上のファイルを個別に開いてリンクの編

集をおこなうと、膨大な時間が必要となります。 
 
とくにここでは、 
４個のファイル 



「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 

の関数のリンクの編集は、 
Microsoft Office Excel 2024 ６４ビット版で開いて編集した場合と 
Microsoft Office Excel 2021 ６４ビット版または 
Microsoft Office Excel 2019 ６４ビット版または 
Microsoft Office Excel 2016 ６４ビット版 
で開いて編集した場合とでは、画面等の状況が異なります。 
従いましてこれら 2 つ場合に分けて説明させていただきます。 
 
なお、ブックのリンク画面でリンクの表示が 
「○○○○CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
等となっている場合は、ファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
を選択してリンク元を変更し、 
「○○○○CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
等となっている場合は、ファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
を選択し、 
「○○○○CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
等となっている場合は、ファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
を選択し、 
「○○○○CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
等となっている場合は、ファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
を選択して、それぞれリンク元を変更する必要があります。 
 

   なお、 
ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 

 ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
 ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 

     の４個のファイル全てのリンク元を全て変更して閉じた後、これら４個のファイルと 
   ファイル「20192019CV-DataBaseMonster２台制御ファイル.xlsm.xlsm」 
   を一括して他の同じルダーにまとめてコピーしても、 

ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
 ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
 ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 

  のリンクは正常に保たれており、また新たにリンク元を変更することなく、そのまま使用することができま 
す。 
ただ、こられ４個のファイルのいずれかのファイル名を変更した場合は、他のファイルのファイル名も全て変 
更した上で再度変更後の４個ファイルでリンクの編集を行ってください。 
 
（１） Microsoft Office Excel 2024 ６４ビット版で開いて編集した場合のリンクの編集 

 
次の[図８１]はファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
のシート「４結合ファイル作成コピー用」の画面で、シート「４結合ファイル作成コピー用」は３個のファイル 

「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 



「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
とシート関数によってリンクされています。 

[図８１] 

 
 

  上の[図８１]の画面のシートでコマンドボタン をクリ 
ックすると次の[図８２]の画面が表示されますが、この画面でコマンドボタン 

をクリックすると、全画面が終了されシート「４結合ファイル作 

成コピー用」はその下の[図８３]の画面のようになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図８２] 

 
 

[図８３] 

 
 

  シート「４結合ファイル作成コピー用」を上の[図８３]の状態にし、タブ を選択し、 のようにチ 

ェックを入れ、 のセルを選択しダブルクリックするとシート「４結合ファイル作成コピー用」の保 

護が解除されてリンクの編集が可能となります。シート「４結合ファイル作成コピー用」をこのようにリンクの編集が可能 
な状態にしたのが下の[図８４]です。 



[図８４] 

 
 
   上の[図８４]の画面で、A 列 12 行から A 列 1611 行のセルに「V0l.1」, 「V0l.2」, 「V0l.3」, 「V0l.4」 

   がそれぞれ 400 個ずつ入力されています。そして、 

「V0l.1」と入力されているセルのすぐ右隣りの B 列～AP 列のセルには、ファイル 

「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 

の入力シートのデーターを参照する関数が入力されなければなりません。また、 

「V0l.2」と入力されているセルのすぐ右隣りの B 列～AP 列のセルには、ファイル 

「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 

をリンク元にする関数が、 

「V0l.3」と入力されているセルのすぐ右隣りの B 列～AP 列のセルには、ファイル 

「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 

をリンク元にする関数が、 

「V0l.4」と入力されているセルのすぐ右隣りの B 列～AP 列のセルには、ファイル 

「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 

をリンク元にする関数が、それぞれ入力されなければなりません。 

  上の[図８４]の画面において を選択すると次の[図８５]の画面のようになりますが、更に[図８５]の画 

面で の部分をクリックするとその下の[図８６]の画面になり、リンクの編集が可能となります。 

下の[図８６] の画面は、あくまでもこのマニュアル編集者がマニュアル作成のためにおこなった場合のもの 

であって、システムのユーザーがおこなう場合には、この画面と異なったものになる場合もあります。以下の説明では、 

リンク元の状況が下の[図８６] の画面のようになっていることを仮定して話を進めてまいりますのでご了解ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図８５] 

 
 

[図８６] 

 
 
   上の[図８６]の右側の「ブックのリンク」の部分を見易くすると次のようになります。 



 

上の「ブックのリンク」の の部分の最も右側の 

  の部分を選択するとこの直ぐ下側に と表示されますが、この表示メニューのうち 

  の部分をクリックすると 
  

 

  のように「リンク元変更」が表示されます。この表示で左下側の の部分をクリックすると 



  まず、次の[図８７]の画面が表示されてリンク元が変更できるようになります。 
 

[図８７] 

 
   

ファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
が開かれているフォルダーは 
「D:¥2019excel databaase メール送信機能付き新新 5¥コンピュータ２台¥excel database 書き換え実行 

¥excel database 書き換え実行」 
で、上の[図８７]の画面の の部分を下側にスライドさせるなどして、フォルダー 
「D:¥2019excel databaase メール送信機能付き新新 5¥コンピュータ２台¥excel database 書き換え実行 

¥excel database 書き換え実行」 
を選択すると次の[図８８]の画面のようにになります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図８８] 

 
 
  上の[図８８]の画面でファイル 

 
   
  をダブルクリックするとブックのリンク 

   
  はこのまま見かけ上全く変化はありませんが、リンク元の変更は正常に行われています。 
 
  次に 

  の部分の側の 部分をクリックしてを 



メニュー を表示させ、 を選択すると再び 

 

が表示されますが、 の部分をクリックするフとファイル 

「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
が開かれているフォルダー 
「D:¥2019excel databaase メール送信機能付き新新 5¥コンピュータ２台¥excel database 書き換え実行 

¥excel database 書き換え実行」 
が表示され、次の[図８９]の画面のようになります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図８９] 

 
 
  上の[図８９]の画面でファイル 

   
  をダブルクリックするとブックのリンク 

    
  はこのまま見かけ上全く変化はありませんが、リンク元の変更は正常に行われています。 
 
  そして、最後に上の 

 



をクリックして右側の をクリックし、メニュー を表示し、 を選択 
すると 

  

と表示されますが、左下側の の部分をクリックするとファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
が開かれているフォルダー 
「D:¥2019excel databaase メール送信機能付き新新 5¥コンピュータ２台¥excel database 書き換え実行 

¥excel database 書き換え実行」 
が表示され次の[図９０]の画面のようになります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図９０] 

 
 
  上の[図９０]の画面でファイル 

   
  をダブルクリックするとリンク 

   
  はこのまま見かけ上全く変化はありませんが、リンク元の変更は正常に行われています。 
   

以上でファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
のリンクの編集は完了となります。 
 
ただし、このファイルのシート「４結合ファイル作成コピー用」の画面の[図１０２]は次のようになってい 
ました。 

 
 
 



[図９１] 

 
 
シート「４結合ファイル作成コピー用」の保護が解除されたままですので、[図９１]の画面」でセル 

の部分をダブルクリックしての保護をしておきましょう。 
   
  続いてファイル 
  「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1(ピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
    におけるリンクの編集を行います。 
  ファイル「20192019CV-DataBaseMonster２台制御ファイル.xlsm.xlsm」の 

 

をクリックしユーザーフォーム「処理・シート選択」を開きタブ を選択すると次の 
[図９２]の画面になります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図９２] 

 
 

上の[図９２]の画面のコマンドボタン 

 
  をクリックするとファイル 
  「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1(ピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
  が選択されて次の[図９３]の画面になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図９３] 

 

ここで上の[図９３]の画面のボタン をクリックすると、ユーザーフォーム 
「シート選択・一覧表付きファイル設定印刷」が表示され次の[図９４]の画面になります。 

 
[図９４] 

 
 



  そして[図９４]の画面のコマンドボタン をクリックすると 

  シート「４結合ファイル作成コピー用」が選択されて次の[図９５]の画面になります。 
 

[図９５] 

 
 

  上の[図９５]の画面のボタン をクリックすると、再び 

次の[図９６]の画面になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図９６] 

 
 

  上の[図９６]の画面のコマンドボタン をクリックすると、次の 

  [図９７]の画面のように全画面表示から標準画面と変化します。 
 

[図９７] 

 
 



  上の[図９６]の画面のセル をダブルクリックしてシートの保護を解除し、 をクリック 

して次の[図９７]の画面の にチェックを入れて とします。 
 

[図９７] 

 

そして更に、上の[図９７]の画面の をクリックして次の[図９８]の画面のようにします。 
 

[図９８] 

 



  そして上の画面の をクリックすると次の[図９９]の画面のようになり、ようやくブックの 
リンクの編集の準部が完了します。 

 
[図９９] 

 
 
  上の[図９９]の画面の右側にブックのリンクが表示されていますが、この部分を拡大表示すると 

   
  となります。 
 

それではファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1(ピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
のリンクの編集を行います。 
 [図９９]の画面の右側のブックのリンクの 

の部分の左側の の部分をクリックすると 



メニュー が表示されます。このメニューのうち を選択すると次の 
画面が表示されます。 

 
 

  上の画面の左下側の 部分をクリックすると次の[図１００]の画面のようになり、ファイル 
  「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 

とリンクする３個のファイル 
  「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
  「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
  「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
   のフォルダーを選択してリンクが行えるようになります。これら４個のファイルはいずれもフォルダー 
  「D:¥2019excel databaase メール送信機能付き新新 5¥コンピュータ２台¥excel database 書き換え実行 

¥excel database 書き換え実行」 
  の中にあり、このフォルダーから呼び出して開いており、このフォルダーの中のファイルにリンクする必要が 

あり、このフォルダーが表示されている状況です。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図１００] 

 
 
  上の[図９９]の画面でファイル 

   
  をダブルクリックするとリンク 

   
  はこのまま見かけ上全く変化はありませんが、リンク元の変更は正常に行われています。 
 

次に 

 



部分で をクリックするとメニュー が表示され、このメニューで 

を選択すると 

 

が表示されます。そして上の画面の左下側の の部分をクリックすると 
ファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1(ピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
が開かれているフォルダー 
「D:¥2019excel databaase メール送信機能付き新新 5¥コンピュータ２台¥excel database 書き換え実行 

¥excel database 書き換え実行」 
である[図１０１]の画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



図１０１] 

 
 
 そして上の[図１０１]の画面でファイル 

   
   をダブルクリックするとリンク 

   
  はこのまま見かけ上全く変化はありませんが、リンク元の変更は正常に行われています。 
   

  そして、最後に上の をクリックしてメニュー 



を表示させ、このメニューの を選択し、 

 

を表示させ、この表示の左下側の をクリックしてファイル 

「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1(ピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
が開かれているフォルダー 
「D:¥2019excel databaase メール送信機能付き新新 5¥コンピュータ２台¥excel database 書き換え実行 

¥excel database 書き換え実行」 
である次の[図１０２]の画面を表示させます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図１０２] 

 
 

そして、上の[図１０２]の画面でファイル 

   
  の部分をダブルクリックします。 
  その結果、ブックのリンク 

   
    はこのまま全く変化しませんが、リンク元の変更は正常に行われています。 
   
  と変化します。 
  以上でファイル 

「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）」 
のリンクの編集は完了となります。 
 
ただし、このファイルのシート「４結合ファイル作成コピー用」の画面は次の[図１０３]のようになってい 
ました。 
 



[図１０３] 

 
 
  シート「４結合ファイル作成コピー用」の保護が解除されたままですので、上の[図１０３]の画面」でセル 

  の部分をダブルクリックしての保護をしておきましょう。 
   

それでは次にファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
のリンクの編集を行います。 
ファイル「2019CV-DataBaseMonster２台制御ファイル.xlsm」の 

を 

クリックしユーザーフォーム「処理・シート選択」を開きタブ を選択すると次の 
[図１０４]の画面になります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図１０４] 

 
 

上の[図１０４]の画面のコマンドボタン 

 
  をクリックするとファイル 

「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
  が選択されて次の[図１０５]の画面になります。 
 

[図１０５] 

 



ここで上の[図１０５]の画面のボタン をクリックすると、ユーザーフォーム 
「シート選択・一覧表付きファイル設定印刷」が表示され次の[図１０６]の画面になります。 

 
[図１０６] 

 
 

  そして[図１０６]の画面のコマンドボタン をクリックすると 

  シート「４結合ファイル作成コピー用」が選択されて次の[図１０７]の画面になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図１０７] 

 
 

  上の[図１０７]の画面のボタン をクリックすると、再び 

次の[図１０８]の画面になります。 
 

[図１０８] 

 
 



  上の[図１０８]の画面のコマンドボタン をクリックすると、次の 

  [図１０９]の画面のように全画面表示から標準画面と変化します。 
 

[図１０９] 

 
 

  上の[図１０９]の画面のセル をダブルクリックしてシートの保護を解除し、 をクリッ 

  クして次の[図１１０]の画面の にチェックを入れて とします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図１１０] 

 
 

そして更に、上の[図１１０]の画面の をクリックして次の[図１１１]の画面のようにします。 
 

[図１１１] 

 
 

  そして上の[図１１１]画面の をクリックすると次の[図１１２]の画面のようになり、ようやく 
ブックのリンクの編集の準部が完了します。 



[図１１２] 

 
   

上の[図１１２]の画面の右側にブックのリンクが表示されていますが、この部分を拡大表示すると 

   
  となります。 
 

それでは早速ファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
のリンクの編集を行います。 
 [図１１２]の画面の右側のブックのリンクの 

の部分の右側の の部分をクリックすると 



メニュー が表示されます。このメニューのうち を選択すると次の 
画面が表示されます。 

 
 

  上の画面の左下側の 部分をクリックすると次の[図１１３]の画面のようになり、ファイル 
  「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 

とリンクする３個のファイル 
  「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
  「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
  「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
   のフォルダーを選択してリンクが行えるようになります。これら４個のファイルはいずれもフォルダー 
  「D:¥2019excel databaase メール送信機能付き新新 5¥コンピュータ２台¥excel database 書き換え実行 

¥excel database 書き換え実行」 
  の中にあり、このフォルダーから呼び出して開いており、このフォルダーの中のファイルにリンクする必要が 

あり、このフォルダーが表示されている状況です。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図１１３] 

 
 
  上の[図１１２]の画面でファイル 

   
  をダブルクリックするとブックのリンク 

   
はこのまま見かけ上全く変化はありませんが、リンク元の変更は正常に行われています。 
 
次に 

   

の部分で をクリッ クするとメニュー が表示され、このメニューで 



を選択すると 

 

が表示されます。そして上の左下側の の部分をクリックすると開かれているファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 

    のフォルダー 
「D:¥2019excel databaase メール送信機能付き新新 5¥コンピュータ２台¥excel database 書き換え実行 

¥excel database 書き換え実行」 
である[図１１４]の画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図１１４] 

 
 
  そして上の[図１１３]の画面でファイル 

   
  をダブルクリックするとブックのリンク 

   
  はこのまま見かけ上全く変化はありませんが、リンク元の変更は正常に行われています。 
     

  そして次に の部分で の部分をクリック 



  してメニュー を表示させ、このメニューの を選択し、 
  

 

を表示させ、この表示の左下側の の部分をクリックすると開かれているファイル 

「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
    のフォルダー 

「D:¥2019excel databaase メール送信機能付き新新 5¥コンピュータ２台¥excel database 書き換え実行 
¥excel database 書き換え実行」 

である次の[図１１５]の画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図１１５] 

 
 

そして、上の[図１１４]の画面でファイル 

   
  の部分をダブルクリックします。 
  その結果、ブックのリンク 

   
  はこのまま見かけ上全く変化はありませんが、リンク元の変更は正常に行われています。 
   
  以上でファイル 

「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）」 
のリンクの編集は完了となります。 
 
ただし、このファイルのシート「４結合ファイル作成コピー用」の画面の[図１１６]は次のようになってい 
ました。 
 
 



[図１１６] 

 
 
  シート「４結合ファイル作成コピー用」の保護が解除されたままですので、上の[図１１６]の画面」でセル 

  の部分をダブルクリックしての保護をしておきましょう。 
 
  最後にファイル 

「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
のリンクの編集を行います。 
 
ファイル 
「2019CV-DataBaseMonster２台制御ファイル.xlsm」 

の をクリックしユーザーフォーム「処理・シート選択」 

を開きタブ を選択すると次の[図１１７]の画面になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図１１７] 

 
 

上の[図１１７]の画面のコマンドボタン 

 
  をクリックするとファイル 
  「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
  が選択されて次の[図１１８]の画面になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図１１８] 

 
 

ここで上の[図１１８]の画面のボタン をクリックすると、ユーザーフォーム 
「シート選択・一覧表付きファイル設定印刷」が表示され次の[図１１９]の画面になります。 

 
[図１１９] 

 
 



  そして上の[図１１９]の画面のコマンドボタン をクリック 

するとシート「４結合ファイル作成コピー用」が選択されて次の[図１２０]の画面になります。 
 

[図１２０] 

 
 

  上の[図１２０]の画面のボタン をクリックすると、再び次の[図１２１]の画面 
になります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図１２１] 
 

 

  上の[図１２１]の画面のコマンドボタン をクリックすると、次の 

  [図１２２]の画面のように全画面表示から標準画面と変化します。 
 

[図１２２] 

 
 



  上の[図１２２]の画面のセル をダブルクリックしてシートの保護を解除し、 をクリッ 

  クして次の[図１２３]の画面の にチェックを入れて とします。 
 

[図１２３] 

 
 

そして更に、上の[図１２３]の画面の をクリックして次の[図１２４]の画面のようにします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図１２４] 

 
 

  そして上の画面の をクリックすると次の[図１２５]の画面のようになり、ようやくブックの 
リンクの編集の準部が完了します。 

 
[図１２５] 

 
   

上の[図１２５]の画面の右側にブックのリンクが表示されていますが、この部分を拡大表示すると 



   
  となります。 
 

それでは早速ファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
のリンクの編集を行います。 
 [図１２５]の画面の右側のブックのリンクの 

の部分の右側の の部分をクリックすると 

メニュー が表示されます。このメニューのうち を選択すると次の 
画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

  上の画面の左下側の の部分をクリックすると次の[図１２６]の画面のようになり、ファイル 
  「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）」 

とリンクする３個のファイル 
  「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）」 
  「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）」 
  「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）」 
   のフォルダーを選択してリンクが行えるようになります。これら４個のファイルはいずれもフォルダー 
  「D:¥2019excel databaase メール送信機能付き新新 5¥コンピュータ２台¥excel database 書き換え実行 

¥excel database 書き換え実行」 
  の中にあり、このフォルダーから呼び出して開いており、このフォルダーの中のファイルにリンクする必要が 

あり、このフォルダーが表示されている状況です。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図１２６] 

 
 
  上の[図１２６]の画面でファイル 

   
  をダブルクリックするとブック 

   
    はこのまま見かけ上全く変化はありませんが、リンク元の変更は正常に行われています。 
     

次に の部分で をクリックすると 



メニュー が表示され、このメニューで を選択すると 

 

が表示されます。そして上の左側の の部分をクリックすると開かれているファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
のフォルダー 
「D:¥2019excel databaase メール送信機能付き新新 5¥コンピュータ２台¥excel database 書き換え実行 

¥excel database 書き換え実行」 
である[図１２７]の画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図１２７] 

 
 
  そして上の[図１２６]の画面でファイル 

   
  をダブルクリックするとブックのリンク 

   
  はこのまま見かけ上全く変化はありませんが、リンク元の変更は正常に行われています。 
   

  そして次に最後に の部分で の部分を 



クリックしてメニュー を表示させ、このメニューの を選択し、 
  

 

を表示させ、この表示の左下側の をクリックして開いているファイル 

「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
のフォルダー 
「D:¥2019excel databaase メール送信機能付き新新 5¥コンピュータ２台¥excel database 書き換え実行 

¥excel database 書き換え実行」 
である次の[図１２８]の画面を表示させます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図１２８] 

 
 

そして、上の[図１２７]の画面でファイル 

   
  の部分をダブルクリックします。 
  その結果、ブックのリンク 

   
  はこのまま見かけ上全く変化はありませんが、リンク元の変更は正常に行われています。 
   

ただし、このファイルのシート「４結合ファイル作成コピー用」の画面の[図１２９]は次のようになってい 
ました。 
 
 
 
 
 
 



[図１２９] 

 
 

  シート「４結合ファイル作成コピー用」の保護が解除されたままですので、[図１２９の画面」でセル 

  の部分をダブルクリックしての保護をしておきましょう。 
 
  これでファイル 

「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
のリンクの編集は完了となります。 

   
  以上で 

     「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
     「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
     「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
     「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 

  の４つのファイルのリンクの編集の説明は終わりとなります。 
 
 

（２）Microsoft Office Excel 2021 ６４ビット版または Microsoft Office Excel 2019 ６４ビット版または 
   Microsoft Office Excel 2016 ６４ビット版で開いて編集した場合のリンクの編集 
 

Microsoft Office Excel 2021 ６４ビット版、Microsoft Office Excel 2019 ６４ビット版、 
   Microsoft Office Excel 2016 ６４ビット版のどの Microsoft Office Excel を用いてリンクの編集しても 

画面の表示等については全く同じですので、ここでは Microsoft Office Excel 2019 ６４ビット版を用いて 
リンクの編集する場合について説明させていただきます。 

 
次の[図１３０]はファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
のシート「４結合ファイル作成コピー用」の画面で、シート「４結合ファイル作成コピー用」は３個のファイル 

「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 



とシート関数によってリンクされています。 
[図１３０] 

 
 

  上の[図１３０]の画面のシートでコマンドボタン を 
クリックすると次の[図１３１]の画面が表示されますが、この画面でコマンドボタン 

をクリックすると、全画面が終了されシート「４結合ファイル作 

成コピー用」はその下の[図１３２]の画面のようになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図１３１] 

 
 

[図１３２] 

 
 

  シート「４結合ファイル作成コピー用」を上の[図１３２]の状態にし、タブ を選択し、 のように 

チェックを入れ、 のセルを選択しダブルクリックするとシート「４結合ファイル作成コピー用」の 

保護が解除されてリンクの編集が可能となります。シート「４結合ファイル作成コピー用」をこのようにリンクの編集が可 
能な状態にしたのが下の[図１３３]です。 



[図１３３] 

 
 
   上の[図１３３]の画面で、A 列 12 行から A 列 1611 行のセルに「V0l.1」, 「V0l.2」, 「V0l.3」, 「V0l.4」 

   がそれぞれ 400 個ずつ入力されています。そして、 

「V0l.1」と入力されているセルのすぐ右隣りの B 列～AP 列のセルには、ファイル 

「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 

の入力シートのデーターを参照する関数が入力されなければなりません。また、 

「V0l.2」と入力されているセルのすぐ右隣りの B 列～AP 列のセルには、ファイル 

「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 

をリンク元にする関数が、 

「V0l.3」と入力されているセルのすぐ右隣りの B 列～AP 列のセルには、ファイル 

「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 

をリンク元にする関数が、 

「V0l.4」と入力されているセルのすぐ右隣りの B 列～AP 列のセルには、ファイル 

「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 

をリンク元にする関数が、それぞれ入力されなければなりません。 

  上の[図１３３]の画面において を選択すると次の[図１３４]の画面のようになりますが、更に[図１３４]の画 

面で をクリックするとその下の[図１３５]の画面になり、リンクの編集が可能となります。 

下の[図１３５] の画面は、あくまでもこのマニュアル編集者がマニュアル作成のためにおこなった場合のもの 

であって、システムのユーザーがおこなう場合には、この画面と異なったものになる場合もあります。以下の説明では、 

リンク元の状況が下の[図１３５] の画面のようになっていることを仮定して話を進めてまいりますのでご了解ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図１３４] 

 
 

[図１３５] 

 
 
   上の[図１３５]のリンク編集ウィンドウのリンク元の部分を見易くすると次のようになります。 



 
 
  まず、次の[図１３６]の画面のように 

 
  を選択します。 
 

[図１３６] 

 
 

上の[図１３６]の画面の クリックすると次の[図１３７]の画面のようになり、リンク元の

ファイルを選択・変更することができる状態になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図１３７] 

 
 

いま、ここで開いているファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
のフォルダーは 
「D:¥2019excel databaase メール送信機能付き新新 5¥コンピュータ２台¥excel database 書き換え実行 

¥excel database 書き換え実行」 
となっていますので、上の[図１３７]の状態からフォルダー 
「D:¥2019excel databaase メール送信機能付き新新 5¥コンピュータ２台¥excel database 書き換え実行 

¥excel database 書き換え実行」 
を選択すると次の[図１３８]の画面になります。ただし、[図１３８]の画面は、わかりやすくするためウィンド

ウの枠を広げ、また、ファイル名の部分をも広げています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図１３８] 

 
 
   上の[図１３８]の画面でファイル 

 

   をクリックして選択し、 をクリックするとリンク元の変更が開始されます。 
リンク元の変更が終了したら次の[図１３９]の画面のようになり、次のリンク元が選択できるようになりま 
す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図１３９] 

 
 

  次に上の[図１３９]の画面で 
 

 
の部分をクリックして選択して次の[図１４０]の画面のようにします。 

 
 

[図１４０] 

 



そして、上の[図１４０]の画面で の部分をクリックすると、いま開いているファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
のリンク元のフォルダー 
「D:¥2019excel databaase メール送信機能付き新新 5¥コンピュータ２台¥excel database 書き換え実行 

¥excel database 書き換え実行」 
が表示されるので、画面を下側にスクロールすると次の[図１４１]の画面になります。 

 
[図１４１] 

 
 

そして、上の[図１４１]の画面の右側でファイル 

 

をクリックして選択し、 ボタンをクックするとリンク元の変更が開始されます。 
そして、リンク元の変更が終了すると次の[図１４２]の画面のようになり、次のリンク元が選択できるようにな 
ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図１４２] 

 
 
    そして、最後に上の[図１４２]の画面で 

 
の部分をクリックして選択し、次の[図１４３]の画面ようにします。 

 
[図１４３] 

 
 



そしたら、上の[図１４３]の画面の をクリックすると、いま開いているファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
のリンク元のフォルダー 
「D:¥2019excel databaase メール送信機能付き新新 5¥コンピュータ２台¥excel database 書き換え実行 

¥excel database 書き換え実行」 
が表示されるので、画面を下側にスクロールすると次の[図１４４]の画面になります。 

 
[図１４４] 

 
 
  そしたら上の[図１４４]の画面の右側でファイル 

   

をクリックして選択した後 ボタンをクックするとリンク元の変更が開始され、終了すると次の 
[図１４５]の画面のようになります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図１４５] 

  これで、ファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
のリン  クの編集は完了となります。 

  なお、リンクの編集変更が済んだら上の[１４５]の画面のボタン  をクリックしてリンクの 

編集画面を閉じ、下の[図１４６]のようにし、セル の部分を選択してダブルクリックし、必ずシ 
ートを保護してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図１４６] 

 
 

以上でファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
のワークシート「４結合ファイル作成コピー用」でのリンク元の変更完了となりますが、引き続き、 
 ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
 ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 

のそれぞれについても同様に、「４結合ファイル作成コピー用」でリンク元の変更を必ずおこなってください。 
その際、 
 
リンク編集ウィンドウの画面のリンク元の表示が 
「○○○○CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
等となっている場合は、ファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
を選択してリンク元を変更し、 
「○○○○CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
等となっている場合は、ファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
を選択し、 
「○○○○CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
等となっている場合は、ファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
を選択し、 
「○○○○CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
等となっている場合は、ファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
を選択して、それぞれリンク元を変更する必要があります。 
 

   なお、 
ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 

 ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 



 ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 

     の４個のファイル全てのリンク元を全て変更して閉じた後、これら４個のファイルと 
   ファイル「20192019CV-DataBaseMonster２台制御ファイル.xlsm.xlsm」 
   を一括して他の同じルダーにまとめてコピーしても、 

ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
 ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
 ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 

  のリンクは正常に保たれており、また新たにリンク元を変更することなく、そのまま使用することができま 
す。 
ただ、こられ４個のファイルのいずれかのファイル名を変更した場合は、他のファイルのファイル名も全て変 
更してください。 

 
 
６．「2019CV-DataBaseMonsterVer1 （コンピュータ２台リリース配布版）」のセットファイルご購入された場合 

２０１９版２台個別ファイル登録書き換え実行後の 
「2019CV-DataBaseMonsterVer1 （コンピュータ２台リリース配布版）」のセットファイルのファイル名変更 
について 

 
  ５個のファイル 

ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
  ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
  ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 

ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
ファイル「20192019CV-DataBaseMonster２台制御ファイル.xlsm.xlsm」 

 はセットのファイルで、必ず１つの同じフォルダーに置く必要があり、１つのフォルダー上にないとマクロの関 
係でこれらを相互に呼び出すことができなく、正常に作動しなくなります。 

 これら５個のファイルのうち、 
ファイル「20192019CV-DataBaseMonster２台制御ファイル.xlsm.xlsm」 

 のファイル名の変更はできませんが、 
ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 

  ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
  ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 

ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
 の４個のファイルについては、いずれもそのファイル名を変更することができます。 
 これら 

ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
  ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
  ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 

ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
 の４個のファイルを変更する場合、 
 Microsoft Office Excel 2024 ６４ビット版のファイル名変更する場合と 
 Microsoft Office Excel 2021 ６４ビット版または Microsoft Office Excel 2019 ６４ビット版または 
 Microsoft Office Excel 2016 ６４ビット版のファイル名変更する場合とでは画像等の状況が若干異なりますので 
 それぞれ２つのケースに分けて説明いたします。 
 
（１）Microsoft Office Excel 2024 ６４ビット版のファイル名変更 

 
ファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
のファイル名を変更し、ファイル名を 
ファイル 
「2024CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）成績処理システム１.xlsm」 



と変更してみます。 
まず、ファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 

  のワークシート「４結合ファイル作成コピー用」が選択されて、次の[図１４７]の画面になっていたとしま 
す。 
 

[図１４７] 

 
 
この場合全画面表示になっていますので、上の[図１４７] の画面のコマンドボタン 

をクリックしてユーザーフォームを立ち上げると次の 
[図１４８]の画面が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 [図１４８] 

 

上の[図１４８]の画面のコマンドボタン をクリックすると、下の 

[図１４９]の画面のようになります。 
 

[図１４９] 

 
 



ここで、上の[図１４９]の画面の左上の をクリックすると、下の[図１５０]の画面のようになりま 
す。 

 
[図１５０] 

 

 上の[図１５０]の画面の左側のメニュー を選択すると、下の[図１５１]画面になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 [図１５１] 

 
 

上の[図１５１]の画面の左下側の をクリックすると現在開いているファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
のフォルダー 
「D:¥2019excel databaase メール送信機能付き新新 5¥コンピュータ２台¥excel database 書き換え実行 

¥excel database 書き換え実行」 
が表示されて次の[図１５２]の画面になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図１５２] 

 
 
上の[図１５２]の画面でファイル名を 

  「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
 から 
  「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）成績処理.xlsm」 

 に書き換え、下側の をクリックすると保存が開始されます。保存が終了すると、保存したファイ 
 ルのワークシート「無地画面」が選択されて、下の[図１５３]の画面ようになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図１５３] 

 
 
 更にここで、上の[図１５３]の画面であるワークシート「無地画面」の任意のセルをダブルクリックすると、 

ユーザーフォーム「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」が起動し、下の[図１５４]の画面が表示されま 
す。 

 
[図１５４] 

 
 

 次に、上の[図１５４]の画面でコマンドボタン をクリックし、 



ワークシート「シート名設定」を選択すると次の[図１５５]の画面となります。 
 

[図１５５] 

 
 

 ここで、上の[図１５５]の画面におけるコマンドボタン をクリック 

 して、再びユーザーフォーム「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」を起動させると次の[図１５６]の画面 
 になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図１５６] 

 
 
 そして、ここで必ずやっていただきたいことは、上の[図１５６]の画面の下側にあるコマンドボタン 

 をクリックしてファイル 
「2019CV-DataBaseMonster２台制御ファイル.xlsm」 
を選択していただきたいということです。これを怠ると、以後、ファイル 
「2019CV-DataBaseMonster２台制御ファイル.xlsm」 
を用いて変更後のファイルを含めて、現在開かれている 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）成績処理」 
のセットファイルを呼び出したり、一旦 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）成績処理」 
のセットファイルを保存して閉じても、再びファイル 
「20192019CV-DataBaseMonster２台制御ファイル.xlsm.xlsm」 
を用いて 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）成績処理」 
のセットファイルを開いたり呼び出す等の処理ができなくなります。 
上でファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
のファイル名を変更し、 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）成績処理.xlsm」 

 とするやり方を説明しましたが、他の３つのファイル 
  ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
  ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 

ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
のファイル名を変更する場合は、上で説明させていただいたファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
のファイル名を変更し、 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）成績処理.xlsm」 

 とするプロセスを、ファイル名を変更する各ファイルでおこなっていただきたいと思います。 
  なおこの場合、 
  ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 



  ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 

のファイル名も変更して 
  ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）成績処理.xlsm」 
  ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）成績処理.xlsm」 

ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）成績処理.xlsm」 
としておくとよろしいかと思います。 

 
 
  （２）Microsoft Office Excel 2021 ６４ビット版または Microsoft Office Excel 2019 ６４ビット版または 
      Microsoft Office Excel 2016 ６４ビット版のファイル名変更 
 

ファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
のファイル名を変更し、ファイル名をファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）成績処理 
システム１.xlsm」 

と変更してみます。まず、ファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 

 のワークシート「４結合ファイル作成コピー用」が選択されて、次の[図１５７]の画面になっていたとします。 
 

[図１５７] 

 
 

この場合全画面表示になっていますので、上の[図１５７] の画面のコマンドボタン 

をクリックしてユーザーフォームを立ち上げると次の 
[図１５８]の画面が表示されます。 
 
 
 
 



[図１５８] 

 
 

上の[図１５８]の画面のコマンドボタン をクリックすると、下の 

[図１５９]の画面のようになります。 
 

[図１５９] 

 
 



ここで、上の[図１５９]の画面の左上の をクリックすると、下の[図１６０]の画面のようになりま 
す。 

 
[図１６０] 

 

 上の[図１６０]の画面の左側のメニュー を選択すると、下の[図１６１]画面になります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 [図１６１] 

 
 

上の[図１６１]の画面の左下側の をクリックすると現在開いているファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
のフォルダー 
「D:¥2019excel databaase メール送信機能付き新新 5¥コンピュータ２台¥excel database 書き換え実行 

¥excel database 書き換え実行」 
が表示されて次の[図１６２]の画面になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図１６２] 

 
 
上の[図１６２]の画面でファイル名を 

  「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
 から 
  「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）成績処理.xlsm」 

 に書き換え、下側の をクリックすると保存が開始されます。保存が終了すると、保存したファイ 
 ルのワークシート「無地画面」が選択されて、下の[図１６３]の画面ようになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図１６３] 

 
 
 更にここで、上の[図１６３]の画面であるワークシート「無地画面」の任意のセルをダブルクリックすると、 

ユーザーフォーム「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」が起動し、下の[図１６４]の画面が表示されま 
す。 

 
[図１６４] 

 
 

 次に、上の[図１６４]の画面でコマンドボタン をクリックし、 



ワークシート「シート名設定」を選択すると次の[図１６５]の画面となります。 
 

[図１６５] 

 
 

 ここで、上の[図１６５]の画面におけるコマンドボタン をクリック 

 して、再びユーザーフォーム「シート選択・一覧表付ファイル設定印刷」を起動させると次の[図１６６]の画面 
 になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図１６６] 

 
 
 そして、ここで必ずやっていただきたいことは、上の[図１６６]の画面の下側にあるコマンドボタン 

 をクリックしてファイル 
「2019CV-DataBaseMonster２台制御ファイル.xlsm」 
を選択していただきたいということです。これを怠ると、以後、ファイル 
「2019CV-DataBaseMonster２台制御ファイル.xlsm」 
を用いて変更後のファイルを含めて、現在開かれている 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）成績処理」 
のセットファイルを呼び出したり、一旦 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）成績処理」 
のセットファイルを保存して閉じても、再びファイル 
「20192019CV-DataBaseMonster２台制御ファイル.xlsm.xlsm」 
を用いて 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）成績処理」 
のセットファイルを開いたり呼び出す等の処理ができなくなります。 
上でファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
のファイル名を変更し、 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）成績処理.xlsm」 
とするやり方を説明しましたが、他の３つのファイル 
 ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
 ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 

のファイル名を変更する場合は、上で説明させていただいたファイル 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
のファイル名を変更し、 
「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）成績処理.xlsm」 
 とするプロセスを、ファイル名を変更する各ファイルでおこなっていただきたいと思います。 
なおこの場合、 
 ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 



 ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 

のファイル名も変更して 
 ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）成績処理.xlsm」 
 ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）成績処理.xlsm」 

ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）成績処理.xlsm」 
としておくとよろしいかと思います。 
 
 
７．「2019CV-DataBaseMonsterVer1 （コンピュータ２台リリース配布版）」のセットファイルご購入された場合 

２０１９版２台個別ファイル登録書き換え実行後の 
「2019CV-DataBaseMonsterVer1 （コンピュータ２台リリース配布版）」のセットファイルのファイル名変更 
ファイルの保存について 

 
 登録書き換え後の「2019CV-DataBaseMonsterVer1 （コンピュータ２台リリース配布版）」のセット 
ファイルのファイル名変更後のファイルの保存する際 

 ご注意いただきたい点を述べさせていただきます。 
ファイルを閉じ、保存する場合のことです。ファイルを閉じ、保存する場合、必ずファイル「2019CV-
DataBaseMonster２台制御ファイル.xlsm.xlsm」を介しておこなってください。この際の具体的な操作を示し

ます。 
「2019CVDataBaseMonsterVer1 （コンピュータ２台リリース配布版）」のセットファイルの４個のうちのどの 

ファイルのどのシート各ワークシートにも、コマンドボタン が配置 
されており、このコマンドボタンをクリックすると、ユーザーフォーム「シート選択・一覧表付ファイル印刷設 
定」が起動し、次の[図１６７]のような画面になります。ただし、この画面はタブ「シート選択・処理呼出１」 
が選択されている状況です。 

 
[図１６７] 

 
 

上の[図１６７]の画面のコマンドボタン をクリックすると、 



ファイル 
「2019CV-DataBaseMonster２台制御ファイル.xlsm.xlsm」 
のワークシート「呼出ファイル」が表示され、次の[図１６８]の画面のようになります。 
 

[図１６８] 

 

この画面のコマンドボタン  
をクリックするとユーザーフォーム「シート選択処理」が起動し、次の[図１６９]の画面のようになります。 

ただし、[図１６９]の画面ではタブ が選択されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[図１６９] 

 
 
「2019CVDataBaseMonsterVer1 （コンピュータ２台リリース配布版）」 
のセットファイルのいずれかのファイルの名前を変更して閉じる場合は、上の[図１６９]の画面でコマンド 

ボタン をクリックして、 
すべての 
「2019CVDataBaseMonsterVer1 （コンピュータ２台リリース配布版）成績処理」 
のセットファイルを保存して閉じてください。 
なお、保存後はファイル名を変更した元のファイルは削除してフォルダー内を整理しておきましょう。 

 
最後にご注意いただきたいことは、マクロの関係で、  
ファイル 
「20192019CV-DataBaseMonster２台制御ファイル.xlsm.xlsm」 
のファイル名は絶対に変更しないでください。 
５個のファイル 
ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
ファイル「20192019CV-DataBaseMonster２台制御ファイル.xlsm.xlsm」 
あるいは、上側の４個のファイル名を変更した後、相互間に設定したマクロが正常に機能しなくなるからです。 
なお、ファイル 
ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.1)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.2)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.3)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
ファイル「2019CV-DataBaseMonster(Vol.4)Ver1（コンピュータ２台リリース配布版）.xlsm」 
のいずれかのファイル名を変更した場合には、他のファイルについてもファイル名を変更してください。 
 
 
 


